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1. 2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 5,791 △3.0 △115 ― △96 ― △20 ―

2025年3月期中間期 5,968 △0.4 △111 ― △71 ― △64 ―

（注）包括利益 2026年3月期中間期　　△80百万円 （―％） 2025年3月期中間期　　△34百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 △15.32 ―

2025年3月期中間期 △48.05 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期中間期 12,567 4,908 31.5

2025年3月期 12,966 5,019 31.4

（参考）自己資本 2026年3月期中間期 3,961百万円 2025年3月期 4,069百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2026年3月期 ― 0.00

2026年3月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,372 9.9 134 ― 165 ― 122 ― 90.92

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に特有の

会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期中間期 1,392,000 株 2025年3月期 1,392,000 株

② 期末自己株式数 2026年3月期中間期 38,645 株 2025年3月期 54,345 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年3月期中間期 1,344,384 株 2025年3月期中間期 1,345,312 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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前年同期 当中間連結会計期間 前年同期比

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

18Ｌ缶 4,379 74.4 4,440 77.8 60 1.4

美術缶 1,246 21.2 1,050 18.4 △195 △15.7

その他 261 4.4 218 3.8 △42 △16.2

計 5,887 100.0 5,709 100.0 △177 △3.0

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境改善や各種政策の効果もあり、緩やかな景気回復の

動きがみられるものの、一方で人件費、物流コストの増加などに伴う物価上昇が懸念されるなど、先行きは不透明

な状況が続いております。

　当社グループの主力品種である18Ｌ缶は、塗料・化学分野が好調に推移し、当中間連結会計期間の売上高は前年

対比で1.4％増加しております。また、美術缶につきましては、予定通り5月から新規生産設備の稼働を開始したも

のの、出荷数量の減少により、当中間連結会計期間の売上高は前年対比で15.7％減少しております。

　このような中、当社グループの当中間連結会計期間の売上高は、5,791百万円（前年同期比3.0％減）、営業損失

は115百万円（前年同中間期は営業損失111百万円）、経常損失は96百万円（前年同中間期は経常損失71百万円）、

親会社株主に帰属する中間純損失は20百万円（前年同中間期は親会社株主に帰属する中間純損失64百万円）となり

ました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①金属缶製造販売事業

　製品別売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

　金属缶製造販売事業の売上高は5,709百万円（前年同期比3.0％減）、営業損失は160百万円（前年同中間期は営

業損失150百万円）となりました。

②不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業の売上高は82百万円（前年同期比1.8％増）、営業利益は44百万円（前年同期比13.3％増）とな

りました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は6,839百万円となり、前連結会計年度末に比べ245百万円減少いたし

ました。これは主に受取手形及び売掛金が120百万円、電子記録債権が486百万円増加し、現金及び預金が767百

万円減少したことによるものであります。固定資産は5,728百万円となり、前連結会計年度末に比べ153百万円減

少いたしました。これは主に投資その他の資産が129百万円、無形固定資産が23百万円減少したことによるもの

であります。

　この結果、総資産は12,567百万円となり、前連結会計年度末に比べ398百万円減少いたしました。

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は4,981百万円となり、前連結会計年度末に比べ120百万円減少いたし

ました。これは主に電子記録債務が295百万円増加し、短期借入金が200百万円、支払手形及び買掛金が165百万

円、その他（主に未払金）が48百万円減少したことによるものであります。固定負債は2,677百万円となり、前

連結会計年度末に比べ167百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が101百万円、繰延税金負債が61百万

円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は7,659百万円となり、前連結会計年度末に比べ287百万円減少いたしました。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は4,908百万円となり、前連結会計年度末に比べ111百万円減少いた

しました。これは主にその他有価証券評価差額金が76百万円減少し、親会社株主に帰属する中間純損失20百万円

及び剰余金の配当26百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は31.5％（前連結会計年度末は31.4％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2025年４月30日の「2025年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,901,368 1,133,707

受取手形及び売掛金 1,881,382 2,001,573

電子記録債権 1,743,479 2,229,713

商品及び製品 138,700 144,716

仕掛品 194,530 163,811

原材料及び貯蔵品 1,084,808 1,063,324

その他 143,161 106,914

貸倒引当金 △3,162 △4,582

流動資産合計 7,084,268 6,839,177

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,599,256 7,717,519

減価償却累計額 △5,760,549 △5,833,257

減損損失累計額 △377 △377

建物及び構築物（純額） 1,838,329 1,883,885

機械及び装置 8,441,850 9,180,223

減価償却累計額 △7,484,033 △7,558,839

減損損失累計額 △551,751 △551,751

機械及び装置（純額） 406,066 1,069,632

車両運搬具 29,353 28,083

減価償却累計額 △26,476 △24,021

減損損失累計額 △1,916 △1,916

車両運搬具（純額） 960 2,145

工具、器具及び備品 682,566 687,687

減価償却累計額 △629,974 △637,002

減損損失累計額 △25,207 △25,207

工具、器具及び備品（純額） 27,384 25,477

土地 972,170 972,170

リース資産 17,446 20,482

減価償却累計額 △17,155 △1,365

リース資産（純額） 290 19,117

建設仮勘定 785,980 58,064

有形固定資産合計 4,031,182 4,030,492

無形固定資産

ソフトウエア 157,284 135,211

ソフトウエア仮勘定 1,630 100

リース資産 69 136

その他 2,036 2,029

無形固定資産合計 161,020 137,477

投資その他の資産

投資有価証券 1,663,686 1,539,246

その他 26,505 21,440

投資その他の資産合計 1,690,192 1,560,686

固定資産合計 5,882,394 5,728,656

資産合計 12,966,663 12,567,834

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,498,923 2,333,618

電子記録債務 967,508 1,263,156

短期借入金 200,000 －

１年内返済予定の長期借入金 938,993 955,132

リース債務 396 4,538

未払法人税等 50,609 19,961

未払事業所税 20,996 10,498

賞与引当金 59,557 59,379

設備関係電子記録債務 － 18,329

その他 364,786 316,730

流動負債合計 5,101,771 4,981,343

固定負債

長期借入金 1,972,773 1,870,820

リース債務 － 17,018

繰延税金負債 483,783 421,828

退職給付に係る負債 326,608 306,285

資産除去債務 18,170 18,170

その他 43,564 43,564

固定負債合計 2,844,901 2,677,688

負債合計 7,946,673 7,659,032

純資産の部

株主資本

資本金 738,599 738,599

資本剰余金 245,373 245,373

利益剰余金 2,243,942 2,189,798

自己株式 △79,272 △56,381

株主資本合計 3,148,642 3,117,388

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 920,445 844,284

その他の包括利益累計額合計 920,445 844,284

新株予約権 25,087 11,820

非支配株主持分 925,814 935,309

純資産合計 5,019,990 4,908,801

負債純資産合計 12,966,663 12,567,834
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 5,968,230 5,791,878

売上原価 5,389,896 5,221,530

売上総利益 578,334 570,348

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 157,331 140,985

役員報酬 35,799 44,764

株式報酬費用 5,929 2,816

賞与引当金繰入額 9,885 15,833

退職給付費用 9,155 5,151

運賃及び荷造費 277,222 283,780

支払手数料 50,203 58,082

減価償却費 54,503 35,630

その他 89,496 99,291

販売費及び一般管理費合計 689,526 686,337

営業損失（△） △111,192 △115,989

営業外収益

受取配当金 36,714 20,923

業務受託手数料 5,188 5,188

雑収入 8,594 6,787

その他 25 474

営業外収益合計 50,523 33,373

営業外費用

支払利息 10,797 12,051

その他 458 1,797

営業外費用合計 11,255 13,849

経常損失（△） △71,924 △96,465

特別利益

固定資産売却益 19 －

投資有価証券売却益 － 137,106

新株予約権戻入益 4,406 －

特別利益合計 4,426 137,106

特別損失

固定資産除却損 1 0

工場閉鎖損失 － 43,230

特別損失合計 1 43,230

税金等調整前中間純損失（△） △67,499 △2,588

法人税等 △11,911 3,891

中間純損失（△） △55,588 △6,480

非支配株主に帰属する中間純利益 9,048 14,120

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △64,636 △20,600

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純損失（△） △55,588 △6,480

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 21,534 △73,852

その他の包括利益合計 21,534 △73,852

中間包括利益 △34,053 △80,333

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △41,121 △96,762

非支配株主に係る中間包括利益 7,067 16,429

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

中間連結損益計算
書計上額金属缶製造販売

事業
不動産賃貸事業 計

売上高

18Ｌ缶 4,379,918 － 4,379,918 － 4,379,918

美術缶 1,246,084 － 1,246,084 － 1,246,084

その他 261,075 － 261,075 － 261,075

顧客との契約から生じ

る収益
5,887,078 － 5,887,078 － 5,887,078

その他の収益 － 81,151 81,151 － 81,151

外部顧客への売上高 5,887,078 81,151 5,968,230 － 5,968,230

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 5,887,078 81,151 5,968,230 － 5,968,230

セグメント利益又は損

失（△）
△150,088 38,895 △111,192 － △111,192

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

また、「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不

動産賃貸収入です。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

中間連結損益計算
書計上額金属缶製造販売

事業
不動産賃貸事業 計

売上高

18Ｌ缶 4,440,055 － 4,440,055 － 4,440,055

美術缶 1,050,408 － 1,050,408 － 1,050,408

その他 218,790 － 218,790 － 218,790

顧客との契約から生じ

る収益
5,709,254 － 5,709,254 － 5,709,254

その他の収益 － 82,623 82,623 － 82,623

外部顧客への売上高 5,709,254 82,623 5,791,878 － 5,791,878

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 5,709,254 82,623 5,791,878 － 5,791,878

セグメント利益又は損

失（△）
△160,059 44,069 △115,989 － △115,989

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

また、「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不

動産賃貸収入です。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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